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 主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

子
供
の
学
び
の
姿 

〇興味をもって取り組む 
〇問題（課題）意識をもつ 
〇自己の課題をもつ 
〇自ら問いをもつ 
〇予想を立てる 
〇解決の見通しをもつ 
〇既習事項を生かす 
〇粘り強く取り組む 
 

〇他者の考えに興味をもつ 
〇自分と他者の考えの共通点や相
違点に気付く 

〇互いの考えのよさに気付く 
〇多様な情報を得て、それを手掛か
りに考える 

〇自分の思いや考えを多様な手段
で説明する 

〇協働して課題解決をする 

〇考えを再構築する 
〇新たな問いをもつ 
〇別の解決方法もないか考える 
〇分かったことと自分の思いや考
えを結び付ける 

〇学んだことの中から規則性や共
通性を見付ける 

〇学んだことを生活や他教科とつ
なげて考える 

学習指導要領より 

～育成を目指す「資質・能力」の３つの柱～ 

◆生きて働く知識・技能の習得 

◆未知の状況にも対応できる 

思考力・判断力・表現力等の育成 

◆学びを人生や社会に生かそうとする 

学びに向かう力・人間性の涵養 

 
緑小の子供の実態（昨年度の見取り） 

・与えられた課題に対しては、前向きに取り組む。 

・決まった型で話したり、理由を説明したりする

ことができる。 

・自分の考えや思いを言葉にして、伝え合うこと

に自信をもてない児童がいる。 

 ・課題に取り組む過程で、新たな問いを見付けた

り、自分の生活と結び付けたりする力が弱い。 

研究主題 

すすんで考え、共に学ぶ子供の育成 
～ICT 機器を活用した協働的・個別最適化学習を見据えて～ 

〈研究仮説〉 
ICT を活用し「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行うことで、学ぶことに興味や関心
をもち、他者の考えと交流しながら、自らすすんで考えを広げ深めていく子供が育つだろう。 

《学校教育目標》 

○たくましい子ども 

〇すすんでする子ども 

〇たすけあう子ども 

◎かんがえる子ども 

 
〈研究の柱〉 

柱１ 「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善 
視点１ 「見方・考え方」を働かせている「子供の学びの姿」の想定 
視点２ 協働学習の実現 

柱２ ICT機器を活用した協働的・個別最適化学習に適した教材研究、環境整備等 
ICT機器の活用を通して、研究仮説を実現する。 


